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学 力

推 薦 方 法

貸 与 月 額

自宅・自宅外共通

自 宅 通 学

自 宅 外 通 学
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貸与月額

30,000円

53,000円

60,000円

借用総額

   720,000円

1,272,000円

1,440,000円

返還回数

108回（9年） 

144回（12年）

156回（13年）

返還月額

6,666円

8,833円

9,230円

◆進学後採用の募集

◆第一種奨学金・返済例 （専門課程24ヵ月） 

2年間（24ヵ月）

貸与の場合

貸与月額

   30,000円

借用総額

   720,000円

返還回数

108回（9年）

返還月額

   6,939円
   50,000円 1,200,000円 144回（12年）    8,777円
   80,000円 1,920,000円 156回（13年） 13,015円
100,000円 2,400,000円 180回（15年） 14,210円
120,000円 2,880,000円 192回（16年） 16,050円

返還総額

749,424円
1,263,959円
2,030,364円
2,558,016円
3,081,704円

◆第二種奨学金・返済例 （専門課程24ヵ月） 

日本学生支援機構奨学金制度

●日本政策金融公庫「国の教育ローン」を申込み、利用できなかった方が
対象となります。
●貸与額は10万円、20万円、30万円、40万円、50万円から選択できます。
●第一種または第二種奨学金と併用での申込みとなります。（入学時特
別増額貸与だけを申込むことはできません）

入学時
特別増額貸与奨学金

（一時金）

●生計維持者（原則父母）の失業・破産・事故・病気・死亡等または火災・
震災・風水害等により家計が急変した場合に申込むことができます。
●緊急採用は第一種、応急採用は第二種に準じた貸与金額となってい
ます。

緊急採用・応急採用

※年3％が上限です。利率0.8％の場合（2023年1月貸与終了者利息）

給付開始時期

毎年　4月～5月（予約採用の場合は高校3年生の4月～5月）

申込んだ年の6～7月頃（予約採用者は原則5月）

給 付 月 額

募 集 時 期

◆給付型奨学金 進学後採用の募集

◆手続きの流れ

◆年間支援額

2年間（24ヵ月）
貸与の場合

世帯収入（※）
入学金減免額 授業料減免額 自宅通学

※進学前（予約採用）の収入目安です。家族構成および子の在学状況により世帯収入基準が変わります。

第Ⅰ区分

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

学 力
（①又は②）

①高等学校の申込み時までの認定平均値が3.5以上
②将来、社会で自立し及び活躍する目標をもって進学しようとする学修意欲を有すること

家 計
（①②両方）

①収入基準…住民税非課税又はそれに準ずる世帯
②資産基準…資産の合計が一定額未満

応
募
基
準

270万円まで（住民税非課税世帯）

298万円まで（住民税非課税世帯に準ずる）

373万円まで（住民税非課税世帯に準ずる）

160,000円（上限）

入学金の2/3

入学金の1/3

590,000円（上限）

授業料の2/3

授業料の1/3

459,600円（38,300円×12ヶ月）

307,200円（25,600円×12ヶ月）

153,600円（12,800円×12ヶ月）

自宅外通学

日本学生支援機構奨学金制度【給付型奨学金】（返還不要）授業料等減免

909,600円（75,800円×12ヶ月）

607,200円（50,600円×12ヶ月）

303,600円（25,300円×12ヶ月）

自 宅 通 学 ： 38,300円、25,600円、12,800円 から、各々の状況に応じて給付
自宅外通学 ： 75,800円、50,600円、25,300円 から、各々の状況に応じて給付

進学資金シミュレーター
●進学したら生活費は
　いくらかかるの？

●利用できる奨学金は？

調べてみよう！

貸与型奨学金（第一種・第二種）は在学中に借りて卒業後分割返済できる制度です。

￥ ￥

入学金 学費 教材・研修費 生活費 寮 アパート

申込み方法

予約採用

高等教育の修学支援新制度

進学前に高校を通じて申込む

定期採用（進学後採用）

進学後に学校で申込む

給付型奨学金（返還不要） 貸与型奨学金

しっかりとした進路への意識や進学意欲があれば、家庭

の経済状況に関わらず、専門学校等に進学できるチャン

スを確保できるよう、2020年4月から新しい制度がス

タートしました。授業料等減免と給付型奨学金の両方を

受けることができます。

支援の区分は、家族構成や

世帯収入により異なります。

授業料・入学金の
減免

給付型奨学金の
支給

（日本学生支援機構）
+

学びたい気持ちを応援!

第1区分 第2区分 第3区分
対象となる世帯年収の目安

給付型奨学金

授業料等減免 2/3

約380万円約300万円約270万円（非課税）年収の目安

2/3
1/3
1/3

～270万円
対象となる世帯年収の目安

～300万円
対象となる世帯年収の目安

～380万円

予約採用

進学後採用

【高校3年 春頃】
高校にて

予約採用申込み
※詳しくは高校に
　お問い合わせ
　ください。

【高校3年 秋～冬頃】
予約採用候補者決定

通知が届く
（日本学生支援機構より）

【4月】
進学届の提出

【4月】
校内
説明会

【5月】
申込み

【6・7月】
採用決定後、

給付奨学金の振込が開始
前期授業料減免額決定

【5月】
給付奨学金の振込が開始
前期授業料減免額決定

※詳しくは進学先の
　学校にお問い合わせ
　ください。

出　
　

願

合　
　

格

入　
　

学

毎年 4月～5月 （予約採用の場合は高校3年生の4月～5月）

本校から応募基準内の出願者全員を推薦し、日本学生支援機構の審査により決定します。

高等学校最終2ヵ年の評定平均値が3.2以上など。 
（予約採用者は評定平均値が3.5以上）

日本学生支援機構が定めた収入基準額以下であること。 
基準額、算出方法は家族の人数や構成によって異なります。

人物、学業ともに優れ、経済的な理由により著しく就学に困難がある方。 （併用貸与も同じです。）

学習意欲があり、学業を確実に修了できる見込みがあると
学校長が認めた方。 学年平均水準以上。

申込んだ年の6～7月頃（予約採用者は原則5月）

自 宅 通 学 ： 20,000円、30,000円、40,000円、
　　　　　　 53,000円 から、各々の状況に応じて選択

自宅外通学 ： 20,000円、30,000円、40,000円、
                 50,000円、60,000円 から、各々の状況
                 に応じて選択

第一種奨学金 （無利子） 第二種奨学金 （有利子）

次の中から選択でき、貸与中に金額変更が可能です。
20,000円～120,000円（1万円単位）から選択

日本学生支援機構奨学金は「給付型奨学金」と「貸与型奨学金（無利子・有利子）」があり、
ご家庭の収入状況や成績により選択や併用が可能です。

入学後5月から
振込

進学先が未確定
でも申込み可能!

※定期採用の場合は6～7月振込

※右記の表は目安となります。家族
構成等により基準が異なることが
あります。

満額支援

満額の2/3支援

満額の1/3支援

A B

入学手続金

3 4


